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小学校に入学したら
子どもが小学校に入学すると、子どもも親も生活が大きく変わります。園までの送迎が

なくなったとは言え、通園時よりも早くなった集団登校の集合時刻を意識して家を送り出

さなくてはなりません。また、持ち物の確認や宿題…本読みを聞いたり、配付物や提出物

のチェックをしたりなど、通園の頃にはなかった新たな課題も多く、慌ただしい４月だっ

たのではないでしょうか。そんな４月を過ごし、親子とも新生活に慣れてきた頃。張り切

って過ごしてきた疲れも出てくる頃なので、一層の気配りが必要な５月となります。

さて、園生活にはなかった学校の取組に「宿題」があります。園での教育活動を子ども

達自身がどれだけ「勉強」と意識して取り組んでいたかはわかりませんが、学校はほとん

どの場面で「勉強」を意識して活動することになります。そして、勉強したことをしっか

り自分のものにするために「宿題」が課されます。学習内容の定着であるとともに、今後

の家庭学習の習慣作りの上で大変重要な取組です。

この宿題の量は、「学年×10分」とか「学年×15分」とか言われます。これは、一般的

には「学年×10分くらい」が集中力持続の目安と言われているためです。

実際、小学1年生の子ども達は1日どのくらい勉強しているのでしょうか？『小学一年生』

（2023年3月号）の読者1,000人に「お子さんの平日の学習時間（学習塾含む）は、平均す

るとどのくらいですか？」というアンケートがありました。

その結果、1番多かったのが「15分以上30分未満」（202人）

で、全体の40％。学校から出される宿題もだいたいこの範

囲で終わることが多いということでしょう。続いて「30分

以上45分未満」（112人／22％）、「1分以上15分未満」（68人

／14％）、「45分以上1時間未満」（54人／11％）。9割近くが1

時間未満という回答でした。

「宿題はどうしているの？」と聞きたくなる「0分」とい

う回答がある一方で、60分以上も。この調査では塾での学習も含んでいるため、塾で学習

する子等は1時間を超える学習時間になっているのでしょう。

子どもによって意欲もまちまちです。サッと集中できる子もいれば、いろいろなことに

考えをめぐらすため思った以上に時間がかかる子もいます。学習内容の理解に目が行きが

ちですが、「サッと始められる」という取組の早さを褒めてあげると宿題も短時間に終わ

るようになるかもしれません。ただ、宿題にあまりにも時間がかかるようなら、担任の先

生に相談することが大切です。
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食事中は…
飲食店や電車の中などいろいろな場面で、時間を惜しむようにスマホ

を見たり操作したりしている人をよく見かけます。中には、スマホを見

たり操作したりしながら食事する人も。そんな「スマホ見ながら飯」に

ついて、「味の素」が2024年10月にアンケートを実施しました。対象者

は一人暮らしをしている15～59歳の男女500人。

10代～20代でスマホを見ながら一人で食事をする人は77.5%（30代～50代は48.6％）。そ

の人たちに「なぜ、食事中にスマホを見るのか」を質問したところ、

１位 食事中の時間を有効活用したい…………………… 34.1%

２位 食事中に退屈しないため…………………………… 27.7％

３位 なんとなく…………………………………………… 27.0％

４位 一人の食事がさみしいため………………………… 26.4％

５位 スマホをいじることが習慣化してしまっている… 21.9％

という結果だったそうです。

10代～20代は特にタイパ（タイムパフォーマンス）を気にする世代。「時間を有効に」という意識

は、とてもよいことのように思えます。ただ、手に入る・目にする情報量が多すぎるため

に、なるべく多くの情報に触れ、次々にチェックし、有益な物を探そうとするのは大変で

す。情報に振り回されなければ、ゆったりとした時間を過ごせそうな

ものですが…。周りとの付き合いからそれが許せなくなっているとし

たら、自分のペースで生活できないことが可哀想にも思えてきます。

また、暇つぶし、孤食による寂しさや習慣化としてスマホを見るとい

う回答もあり、せっかくの食事の場なのに…と感じます。

さらに、「スマホ見ながら食事することのデメリット」について質問したところ、「味わ

って食事ができていない」という回答が46.4%。せっかくのおいしい物も台無しです。食

事よりも「ついスマホの操作、視聴に集中してしまうことがあると感じる」と答えた人は

10代で82.5％（20代で78.7％）。だからでしょうか、

「ついだらだら食べてしまっている」 69.6％

「食事が作業的になっている」 56.1％

「満腹感を感じにくく、つい食べ過ぎてしまう」 49.0％ という結果となったそう。

実際の食事時間を調べると、「スマホの操作・視聴を一切していない」ときは10代で平

均18.3分（20代は15.5分）だったのが、「スマホ見ながら飯」では10代で20.3分（20代は20.6分）。一回

の食事が20分に満たないというのが適正なのかどうかはわかりませんが、

スマホを操作したり、見たりする分、食事に時間がかかるのは当然でしょ

う。ただ、大切な食事なのに、食事に対する楽しみはなく、さらに満足感

も得られないというのは不幸です。

一人暮らしの食事なので孤食となるのは仕方ありませんが、せめて家庭内であれば家族

で食卓を囲んで食事をしたいところ。スマホを手放しで、家族の顔を見ながら、いろいろ

な話をして食事を楽しみたいものです。ご家庭の食事風景はどうですか？



ネット利用は何時まで？
学校では、スマホ等の利用に関して「家族でルール

を決めて使用しましょう」と呼びかけ、また、児童会

や生徒会を中心にマナーや時間等についてのルールを

作り、よりよい使い方ができるように取組でいます。

ご家庭での利用状況はどうですか。

ＮＴＴドコモ モバイル社会研究所が、2022年11月、関東の小中学生とそ

の親（600サンプル）による「小中学生のネット終了時間」に関する調査結

果を発表しました。

それによると、「小中学生がネットを終了する時刻」では、「午後9時まで」

にネットを終了した小学生が8割なのに対し、中学生は約2割。「12時」「1時以降」の中学

生も2割程度いました。ネット終了時刻の平均は、小学生は「午後8時34分」、中学生は「午

後10時25分」。以前調査した2018年の結果と比較しても小学生で17分、中学生で26分遅く

なっていたそうです。長くなった理由の一つに、学校でも1人1台の端末が準備され、スマ

ホやタブレット、パソコンの利用が急速に進んでいて、家庭でもパソコンを勉強に使って

いることも考えられます。

家庭でネットに接続している機器は、学校から持ち帰ったタブレット

端末の他に、約6割が家庭用ゲーム機のネット接続もあり、ネットに接続

している機器の個数は、小学生低学年では一人当たり2.8個、小学校高学

年・中学生では約3.3個という結果。子どもの専用機器としては、学校から貸与されたタ

ブレット端末を含めて、小学生低学年が1.4個、高学年が1.9個で、中学生は2.1個という

結果になったそうです。「はい、もうネットを使う時間は終わりぃ！」と言っても、一つ

取り上げたくらいでは、子どものネット接続は止まらないということです。

次に小中学生に「スマホを使い過ぎてしまうことがあ

るか」と聞くと、使いすぎていると感じている小学生女

子は7割ですが、小学生男子･中学生男女は9割近くがそう

思っているようです。「使いすぎ」という判断基準は絶対

的なものではありませんから、誰が見ても使いすぎてい

るのに「それほどでもない」と思っていたり、気にする

ほど使っていなくても「使いすぎている」と思っている子ども達もいることでしょう。た

だ、「思い」として「使いすぎ」を意識はしているようです。親から言われているのか、

生活のどこかにシワ寄せがあって困っているのか

…。使いすぎと思っていてもやめられない理由は

男女・学年問わず、「楽しくてやめられない」が最

も多いですが、「暇つぶし」や「友達付き合い」が

多いのが気になります。充実した自分の時間を過

ごせていないようなら、生活を見直す必要があり

ますね。一度、お子さんと話し合ってみてください。

青少年への愛のひと声活動……補導日誌から
○３月４日（火）15:00～

今日は県立高校の卒業式でアル･プラザ敦賀6階に大勢の卒業生、特に女

子高生がいました。皆、花束を持ち、頭にはティアラやリボンをつけてプ

リクラや写真を撮っていました。その中の2人に花束のことを聞いてみた

ら、部活の後輩からもらったり友達同士で交換したりしたらしいです。クラスでランチ会

を催すこともあるらしく、私たちの時代とは違って派手になっているんだな～、親も大変

そうだと思いました。

○３月12日（水）19:00～

補導が終了した21時過ぎの時間に高校生を見かけることが多くな

りました。21時を過ぎて学生が制服や体操服姿で自転車に乗ってい

ることに疑問を感じます。親はどう考えているのかと思います。

○３月24日（月）15:00～

商業施設で、たくさんの高校生や大学生と思える男子がボーリングやゲームを楽しんで

いました。春休みに入り、楽しいことも多いでしょうが、反面、様々な事件や事故に遭遇

する機会も増えるので、私たちもこれまで以上に気をつけて見守りたいと思います。

○３月28日（金）15:00～

6人の高校生が夢中でビッグバンスマッシュを楽しんでいたので、

「楽しそう、でもパックが多過ぎじゃない？」と声をかけると「そう

なんです！ありすぎですよ！」と明るい声で返してくれた。必死でプ

レイする姿が子どもらしくて良かった。

○４月４日（金）15:00～

ゲームコーナーで6人ほどの男の子達がコインを箱一杯にして楽しんでいた。ゲームの

流れを見守り、声をかけたところ、反発するような様子も見せず、素直に声かけに応えて

くれた。自転車ではなく、歩いてきたと話していたので、近所の子だろ

う。4月から中1になるみたいだった。気をつけて早めに帰るように声を

かけ別れた。

○４月11日（金）15:00～

本日の補導で回った各施設・場所には児童・生徒の姿は見られなかった。新年度が始ま

り気持ちを引き締めているのだと感じた。明日･明後日は新学期が始まって初めての土･日

になるので、注意深く見守っていきたいと思う。


